
氏名 尾上　正人

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

単著

日本社会学会、経済社会学会、「宗教と社会」学会

予定説の思想史的位置づけとマックス・ヴェーバーにおけるその取り扱いについ
ての研究、レヴィ－ストロースにおける一神教観・多神教観の研究

東京大学大学院人文社会系研究科博士課程修了

博士（社会学）

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

産業社会学、理論社会学、宗教社会学

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

全学教務委員、就職委員、FD委員、情報ネットワーク委員

（その他）

概　　　　　　　要

奈良大学研究助成の概要報告で
ある。

キリスト教予定
思想の特質と変
遷、およびそれ
が近代社会編成
原理に及ぼした
影響の研究

①

地域連携教育研究センターの活動の一環（事業５）として、講演会およびシンポジウムを主
催・運営した。まず、2008年7月12日(土)に、「若者 WITH or WITHOUT カイシャ」と題する
南都銀行との共同講演会を行なった。そこで私自身は、「やりがいとやりたいこと」という
講演をした。次に、2009年3月27日(金)に、「金融危機と雇用不安―学生の選択」と題するシ
ンポジウムを開催した。そこで私自身は、司会進行役を務めた。

東北大学で行なわれた第81回日本社会学会大会の初日（2008年11月23日）の「産業・労働・
組織 (1)」部会において、司会者を務めた。

特にありません
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